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◎食品ロス削減推進計画について 

 
【計画概要】 

  本市では、食品ロスの削減を総合的かつ計画的に推進していくため、食品ロス削

減の推進に関する法律第 13 条第 1 項の規定に基づき、国の定める基本方針および

「滋賀県食品ロス削減推進計画」を踏まえ、令和 3年度に「栗東市食品ロス削減推

進計画」を策定しています。 

 

 計 画 名：「栗東市食品ロス削減推進計画」（令和 4年 3月策定） 

  計 画 期 間：令和 4年度～令和 8年度（5年間） 

 計画の理念：「みんなで減らそう食品ロス」 

 

【計画推進に向けた指標と目標値】 

 

 

【計画推進に向けた取組報告】（令和 5年度実績：令和 6年 1月現在） 

  計画の推進については、市民・事業者・関係団体が連携・協力し、取組を推進 

 することとしており、関係機関・関係団体等の協力のもと、以下の取組を実施し 

 ました。 

 

 〇10月「食品ロス削減月間」の啓発について 

   市広報りっとう、市ホームページに 10月の「食品ロス削減月間」に関する 

  記事を掲載するとともに、自治会に掲示板へのポスター掲示依頼し、啓発を行 

いました。 

   また、栗東市ごみ減量リサイクル推進会議が発行の『ごみスリムりっとう』 

  （令和 5年 10月発行）にも、食品ロス削減及びフードドライブ啓発記事を掲載 

  いただき、啓発に協力いただきました。 

 

指 標 定 義 現状 
目標 

（令和８年度） 

家庭系食品ロスの年間 

発生量（推計） 

市内の家庭から発生

した食品ロスの年間

発生量 

695.0トン 

（令和２年度） 
620.6トン 

食品ロスの問題の認知度 
食品ロスの問題を「知
っている」と回答した
人の割合 

81.2％ 

（令和２年度） 
90.0％ 

食品ロスの削減の取組を

実践している事業者の数 

「三方よしフードエ

コ推奨店」の累計登録

店舗数 

11店舗 

（令和３年 11月） 
16店舗 

フードバンクについての

認知度 

フードバンクを「知っ
ている」と回答した人
の割合 

37.0％ 

（令和２年度） 
80.0％ 
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 〇フードドライブの実施について 

   家庭に眠っている食べきれない、使われない未利用食品を集める「フードドラ 

  イブ」を 10月の食品ロス削減月間に市役所及び市内の量販店の 2箇所で実施し 

ました。フードドライブは、計画策定以前の令和 2 年度から実施していますが、 

年々、フードドライブへの食品提供者数は増加しています。 

  また、令和 5年 9月からは社会福祉協議会と協働で、コミュニティセンターの 

協力のもと、地域活動の拠点施設である各学区のコミュニティセンターでのフー 

ドドライブの常設化を行い、取組の拡充を図りました。 

  フードドライブで集めた食品は、社会福祉協議会を通じて、市内の子ども食堂 

 や食料を必要とする方々へ届けるフードバンクの食品として活用されています。 

  フードドライブは、未利用食品の活用を促進し、ごみの発生を抑制するだけで 

なく、福祉的支援にもつながる取組ですので、更なる事業の定着化と周知に努め 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       〈フードドライブで提供いただいた未利用食品〉 

 

                    自治会に啓発ポスターの掲示を依頼。 

                          コミュニティセンターでのフードド

ライブ常設化については、コミュニ 

ティセンター発行のコミセン便りに

掲載して、事業開始についてお知らせ

しました。 

  ごみ減量推進会議が発行する、『ご       

     みスルムりっとう』（令和 5 年 10 月

発行・各戸配布）に食品ロス削減関係

の記事を掲載いただきました。（別紙） 
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〇食品ロスに関する講座・研修会の開催 
  
①生涯学習まちづくり講座（環境講座）〈生涯学習課主催〉 

  日 時：令和 5年 10月 17日（火） 10:00～11:30 

  場 所：栗東市環境センター 

  講 座：「ゴミ減量のすすめ～食品ロスを減らす身近な工夫～」 

      講師 環境センター所長・環境政策課長 

  参加者：７名 
 
 ②ごみ減量とリサイクルに関する学習会〈栗東市ごみ減量リサイクル推進会議主催〉 

  日 時：令和 6年 1月 27日（土） 10:15～11:30 

  場 所：栗東市危機管理センター・3階研修室 

  講 演：「食品を減らすための身近な工夫」 

      ～滋賀県の取組とわたしたちにできること～ 

      講師：滋賀県琵琶湖環境部 循環社会推進課 佐竹 蒼樹さん 

  参加者：９２名 

 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈食品ロス等をテーマとした応募作品〉 

学習会では、推進会議が募集された「環境を考えるポスター」の入賞者への 

表彰式と展示も併せて実施。市内小学校の児童より、14２点の応募があり食品 

ロスをテーマとした作品も多数ありました。 
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【今後の取組について】 
 
継続して、10月の「食品ロス削減月間」の啓発やフードドライブ事業に取組み 

ます。 

また、次年度は「食品ロス」の取組が、事業所等にも広がるよう、事業所等にも 

「フードドライブ」・「フードバンク」・「三方よしフードエコ推奨店」制度の周知に 

取り組みます。 

 

 


